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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　暗電流回路を収容するケースに対して、前記暗電流回路を導通接続する暗電流回路用ヒ
ューズを保持するヒューズホルダを前記暗電流回路用ヒューズの挿抜方向で変位自在に組
み付けてなり、前記暗電流回路用ヒューズが前記ケースのヒューズキャビティに収容され
た前記暗電流回路の接続端子に導通接続される接続位置と、前記暗電流回路用ヒューズが
前記接続端子から切断される切断位置に切り替え可能に保持できるようになっており、
　前記ケースにおける前記ヒューズキャビティの１つの長辺部側にヒューズホルダの挿通
領域を設け、前記ヒューズホルダの平板状の挿通部の前記ヒューズキャビティに対向する
面の先端部側に、前記暗電流回路用ヒューズの頭部の前面、後面および第一側面を覆い第
二側面側に開口窓を有するヒューズ保持部を設けた、暗電流回路用ヒューズの断続構造に
おいて、
　前記ヒューズ保持部が、前記暗電流回路用ヒューズの前記頭部の前記前面を覆う前壁と
、前記後面を覆う後壁と、前記第一側面を覆う側壁を有している一方、
　前記ヒューズ保持部の前記前壁と前記後壁には、前記暗電流回路用ヒューズの幅方向中
央部位に当接して高さ方向に延出する一対の中央圧接リブが、前記暗電流回路用ヒューズ
の厚さ方向で相互に対向して突設されていると共に、
　前記ヒューズ保持部の前記前壁と前記後壁の一方には、前記暗電流回路用ヒューズの幅
方向において前記中央圧接リブよりも前記側壁側に所定距離だけ離隔した位置に設けられ
前記暗電流回路用ヒューズの幅方向一端部に当接する第一側部圧接リブが設けられている
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一方、
　前記ヒューズ保持部の前記前壁と前記後壁の他方には、前記暗電流回路用ヒューズの幅
方向において前記中央圧接リブよりも前記開口窓側に同じ前記所定距離だけ離隔した位置
に設けられ前記暗電流回路用ヒューズの幅方向他端部に当接する第二側部圧接リブが前記
第一側部圧接リブと同じ突設高さで設けられている
ことを特徴とする暗電流回路用ヒューズの断続構造。
【請求項２】
　前記ヒューズ保持部が、前記暗電流回路用ヒューズの前記頭部のフランジ部に対して下
方から当接して前記暗電流回路用ヒューズを支持する支持部を有しており、前記一対の中
央圧接リブの各上端面によって前記支持部が構成されている請求項１に記載の暗電流回路
用ヒューズの断続構造。
【請求項３】
　前記ヒューズ保持部が、前記暗電流回路用ヒューズの前記頭部の天面を覆って天壁を有
しており、前記天壁には、前記天面を外部に露呈する視認窓が貫設されている一方、該視
認窓に格子が設けられている請求項１または２に記載の暗電流回路用ヒューズの断続構造
。
【請求項４】
　前記ヒューズホルダの前記挿通部の下端部の両側面にガイドリブおよびガイド溝の一方
が設けられている一方、前記ケースの前記挿通領域の内周面における両側面に前記ガイド
リブおよび前記ガイド溝の他方が設けられている請求項１～３の何れか１項に記載の暗電
流回路用ヒューズの断続構造。
【請求項５】
　前記挿通部の下端面において、幅方向で一方側に変位した位置に下方に向かって開口す
る凹部および下方に向かって突出する凸部の一方が設けられている一方、前記挿通領域の
底面において、前記挿通領域に対して正規配向で挿入された前記挿通部の前記凹部または
凸部と対向する位置に、前記凹部および前記凸部の他方が設けられている請求項１～４の
何れか１項に記載の暗電流回路用ヒューズの断続構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、自動車の電気接続箱等に設けられた暗電流回路を断続させる暗電流回路用ヒ
ューズの断続構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、自動車に搭載されるジャンクションボックスやヒューズボックス等の電気接
続箱等には、長期に亘って運転を休止する際のバッテリー消耗防止のために、時計等の常
時電力を消費する回路（以下、暗電流回路）を切断可能とする、暗電流回路の断続構造が
設けられることがある。例えば、特開平７－１６９３８２号公報（特許文献１）には、暗
電流回路用ヒューズを保持するヒューズホルダを、暗電流回路を収容するケースに対して
挿抜方向にスライド自在に変位させることができ、暗電流回路用ヒューズが暗電流回路に
接続される接続位置と、暗電流回路用ヒューズが暗電流回路から切断される切断位置に切
り替え可能に保持できるようになっている。
【０００３】
　ところで、特許文献１に開示の暗電流回路用ヒューズの断続構造では、ヒューズホルダ
が暗電流回路用ヒューズを前後面および左右両側から包囲して安定して支持する構造とさ
れていることから、ケース側において暗電流回路用ヒューズが収容されるヒューズキャビ
ティの全周囲にヒューズホルダの挿通領域を設ける必要がある。
【０００４】
　ところが、近年の電気接続箱の小型化・高密度化の要求から、ヒューズキャビティの全
周囲にヒューズホルダの挿通領域を設けることが困難な場合があった。そこで、特開平５



(3) JP 6575767 B2 2019.9.18

10

20

30

40

50

－３４２９７９号公報（特許文献２）の図１に記載のように、ヒューズキャビティの１つ
の長辺部側のみにヒューズホルダの挿通領域を設け、平板状のヒューズホルダのヒューズ
キャビティに対向する面に、暗電流回路用ヒューズの頭部の３面を覆い一側方に開口する
ヒューズ保持部を設け、ヒューズ保持部の内周面に暗電流回路用ヒューズの頭部のフラン
ジ部を係合支持する挿入溝を設けると共に、一側方の開口部からフランジ部を挿入溝に差
し入れて暗電流回路用ヒューズをヒューズ保持部にスライド挿入可能にした構造を採用す
ることが考えられる。
【０００５】
　しかしながら、ヒューズ保持部に暗電流ヒューズをスライド挿入可能とするためには、
ヒューズ保持部と暗電流ヒューズの間に一定の隙間が必要となる。それゆえ、ヒューズ保
持部内で暗電流ヒューズががたつくことが避けられず、寸法公差の重なり等により、ヒュ
ーズ保持部に保持された暗電流回路用ヒューズの端子の保持位置がヒューズキャビティに
配設された暗電流回路側の接続端子に対して位置ずれするおそれがあった。その結果、ヒ
ューズホルダを接続位置にスライド変位させた際に、暗電流回路用ヒューズの端子が暗電
流回路側の接続端子にスムーズに接続されず、作業性の悪化や破損の原因となるおそれが
あった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平７－１６９３８２号公報
【特許文献２】特開平５－３４２９７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は、上述の事情を背景に為されたものであって、その解決課題は、暗電流回路用
ヒューズが、ヒューズホルダによって安定して位置決め支持されて、ヒューズホルダを接
続位置にスライド変位させた際に、暗電流回路用ヒューズの端子を暗電流回路側の接続端
子にスムーズに接続させることができる、新規な暗電流回路用ヒューズの断続構造を提供
することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の第一の態様は、暗電流回路を収容するケースに対して、前記暗電流回路を導通
接続する暗電流回路用ヒューズを保持するヒューズホルダを前記暗電流回路用ヒューズの
挿抜方向で変位自在に組み付けてなり、前記暗電流回路用ヒューズが前記ケースのヒュー
ズキャビティに収容された前記暗電流回路の接続端子に導通接続される接続位置と、前記
暗電流回路用ヒューズが前記接続端子から切断される切断位置に切り替え可能に保持でき
るようになっており、前記ケースにおける前記ヒューズキャビティの１つの長辺部側にヒ
ューズホルダの挿通領域を設け、前記ヒューズホルダの平板状の挿通部の前記ヒューズキ
ャビティに対向する面の先端部側に、前記暗電流回路用ヒューズの頭部の前面、後面およ
び第一側面を覆い第二側面側に開口窓を有するヒューズ保持部を設けた、暗電流回路用ヒ
ューズの断続構造において、前記ヒューズ保持部が、前記暗電流回路用ヒューズの前記頭
部の前記前面を覆う前壁と、前記後面を覆う後壁と、前記第一側面を覆う側壁を有してい
る一方、前記ヒューズ保持部の前記前壁と前記後壁には、前記暗電流回路用ヒューズの幅
方向中央部位に当接して高さ方向に延出する一対の中央圧接リブが、前記暗電流回路用ヒ
ューズの厚さ方向で相互に対向して突設されていると共に、前記ヒューズ保持部の前記前
壁と前記後壁の一方には、前記暗電流回路用ヒューズの幅方向において前記中央圧接リブ
よりも前記側壁側に所定距離だけ離隔した位置に設けられ前記暗電流回路用ヒューズの幅
方向一端部に当接する第一側部圧接リブが設けられている一方、前記ヒューズ保持部の前
記前壁と前記後壁の他方には、前記暗電流回路用ヒューズの幅方向において前記中央圧接
リブよりも前記開口窓側に同じ前記所定距離だけ離隔した位置に設けられ前記暗電流回路



(4) JP 6575767 B2 2019.9.18

10

20

30

40

50

用ヒューズの幅方向他端部に当接する第二側部圧接リブが前記第一側部圧接リブと同じ突
設高さで設けられていることを特徴とする。
【０００９】
　本態様によれば、ケースにおけるヒューズキャビティの１つの長辺部側にヒューズホル
ダの挿通領域を設け、ヒューズホルダの平板状の挿通部におけるヒューズキャビティに対
向する面の先端部側に、暗電流回路用ヒューズの頭部の３面を保護して一側方の開口窓か
ら暗電流回路用ヒューズがスライド挿入可能なヒューズ保持部を設けた構造を前提として
、ヒューズ保持部の前壁と後壁に、暗電流回路用ヒューズの幅方向中央部位に当接して高
さ方向に延出する一対の中央圧接リブが、暗電流回路用ヒューズの厚さ方向で相互に対向
して突設されている。これにより、ヒューズ保持部への暗電流回路用ヒューズのスライド
挿入を可能とするために必要な隙間を、前壁と後壁から相互に対向して突設した中央圧接
リブの間で暗電流回路用ヒューズを厚さ方向で挟持することで吸収することができ、ヒュ
ーズ保持部内に保持された暗電流回路用ヒューズのガタツキを阻止して、安定して保持す
ることができる。
【００１０】
　しかも、ヒューズ保持部の前壁と後壁の一方に設けられる第一側部圧接リブと他方に設
けられる第二側部圧接リブが、中央圧接リブからの離隔距離を同じにしつつ、同じ突出高
さを有し、かつヒューズの幅方向で中央圧接リブから相互に反対方向に離隔して配設され
ている。これにより、ヒューズ保持部への暗電流回路用ヒューズのスライド挿入時の挿入
力の増大を抑えつつ、ヒューズ保持部の中央位置に暗電流回路用ヒューズを確実にセンタ
リングすることが可能となる。その結果、ヒューズホルダを接続位置にスライド変位させ
た際に、暗電流回路用ヒューズの端子を暗電流回路側の接続端子にスムーズに接続するこ
とができて、接続作業性の向上とヒューズ等の破損防止を図ることができる。
【００１１】
　本発明の第二の態様は、前記第一の態様に記載のものにおいて、前記ヒューズ保持部が
、前記暗電流回路用ヒューズの前記頭部のフランジ部に対して下方から当接して前記暗電
流回路用ヒューズを支持する支持部を有しており、前記一対の中央圧接リブの各上端面に
よって前記支持部が構成されているものである。
【００１２】
　本態様によれば、暗電流回路用ヒューズをヒューズ保持部内で鉛直下方から支持する支
持部が、一対の中央圧接リブの上端面を利用して構成されていることから、簡素な構成で
必要な暗電流回路用ヒューズの支持を安定して行うことができる。
【００１３】
　本発明の第三の態様は、前記第一または第二の態様に記載のものにおいて、前記ヒュー
ズ保持部が、前記暗電流回路用ヒューズの前記頭部の天面を覆って天壁を有しており、前
記天壁には、前記天面を外部に露呈する視認窓が貫設されている一方、該視認窓に格子が
設けられているものである。
【００１４】
　本態様によれば、ヒューズ保持部の天壁に視認窓が設けられ暗電流回路用ヒューズの頭
部の天面が視認窓を介して外部に露呈されていることから、暗電流回路用ヒューズの定格
等の確認を容易に行うことができる。しかも視認窓には格子が設けられていることから、
暗電流回路用ヒューズをヒューズ保持部の開口窓からスライド挿入する際に、暗電流回路
用ヒューズの頭部が視認窓に入り込んで傾斜した状態でヒューズ保持部に装着されること
が未然に防止されている。
【００１５】
　本発明の第四の態様は、前記第一乃至第三の何れか１つの態様に記載のものにおいて、
前記ヒューズホルダの前記挿通部の下端部の両側面にガイドリブおよびガイド溝の一方が
設けられている一方、前記ケースの前記挿通領域の内周面における両側面に前記ガイドリ
ブおよび前記ガイド溝の他方が設けられているものである。
【００１６】
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　本態様によれば、挿通部の両側面にガイドリブおよびガイド溝の一方が設けられている
一方、挿通領域の内周面における両側面にガイドリブおよびガイド溝の他方が設けられて
いることから、挿通部のガイドリブまたはガイド溝を本体部装着部のガイド溝またはガイ
ドリブに嵌め入れることにより挿通部を挿通領域にスムーズに嵌め込むことができると共
に、ヒューズホルダのヒューズ保持部に保持された暗電流回路用ヒューズを確実にヒュー
ズキャビティに装着することができるようになっている。
【００１７】
　本発明の第五の態様は、前記第一乃至第四の何れか１つの態様に記載のものにおいて、
前記挿通部の下端面において、幅方向で一方側に変位した位置に下方に向かって開口する
凹部および下方に向かって突出する凸部の一方が設けられている一方、前記挿通領域の底
面において、前記挿通領域に対して正規配向で挿入された前記挿通部の前記凹部または凸
部と対向する位置に、前記凹部および前記凸部の他方が設けられているものである。
【００１８】
　本態様によれば、挿通部の下端面に幅方向で一方側に変位した位置に、凹部および凸部
の一方が設けられる一方、挿通領域の底面の対応部位に凹部および凸部の他方が設けられ
ていることから、例えば、ヒューズホルダの挿通部を誤って裏向きに挿通領域に装着する
ことが有利に防止されている。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明によれば、ヒューズ保持部の前壁と後壁に、暗電流回路用ヒューズの幅方向中央
部位に当接して高さ方向に延出する一対の中央圧接リブが、暗電流回路用ヒューズの厚さ
方向で相互に対向して突設されている。これにより、ヒューズ保持部への暗電流回路用ヒ
ューズのスライド挿入を可能とするために必要な隙間を、中央圧接リブの間で暗電流回路
用ヒューズを厚さ方向で挟持することで吸収できることから、ヒューズ保持部内に保持さ
れた暗電流回路用ヒューズのガタツキを阻止して、安定して保持できる。しかも、ヒュー
ズ保持部に設けられた第一側部圧接リブと第二側部圧接リブが、中央圧接リブからの離隔
距離を同じにしつつ、同じ突出高さを有し、かつヒューズの幅方向で中央圧接リブから相
互に反対方向に離隔して配設されている。これにより、ヒューズ保持部への暗電流回路用
ヒューズのスライド挿入時の挿入力の増大を抑えつつ、ヒューズホルダを接続位置にスラ
イド変位させた際に、暗電流回路用ヒューズの端子を暗電流回路側の接続端子にスムーズ
に接続でき、接続作業性の向上とヒューズ等の破損防止を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明の一実施形態としての暗電流回路用ヒューズの断続構造を示す分解斜視図
。
【図２】暗電流回路用ヒューズが暗電流回路から切断された切断位置に配置された状態を
示す斜視図。
【図３】暗電流回路用ヒューズが暗電流回路に導通接続された接続位置に配置された状態
を示す斜視図。
【図４】図１に示すケースの平面図。
【図５】図１～３の平面図。
【図６】図５のＶＩ－ＶＩ断面拡大図であって、図１の断面を示す図。
【図７】図２の断面を示す図であって、図６に相当する図。
【図８】図３の断面を示す図であって、図６に相当する図。
【図９】図１に示すヒューズホルダの斜視図。
【図１０】図９の背面図。
【図１１】図９の平面図。
【図１２】図９の右側面図。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
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　以下、本発明の実施形態について、図面を参照しつつ説明する。
【００２２】
　先ず、図１～８には、本発明の一実施形態に従う暗電流回路用ヒューズの断続構造を用
いて、ケース１０内の暗電流回路１２を導通接続する暗電流回路用ヒューズ１４を断続さ
せる構造が示されている。ケース１０には、内部回路を構成する図示しないバスバーや電
線が収容配置されている一方、ケース１０の上下方向の両側から図示しないアッパケース
とロアケースが重ね合わされて組み付けられるようになっている。ここで、暗電流回路１
２は、内部回路を構成する図示しないバスバーや電線を含んで構成されている。なお、以
下の説明において、上方とは、図１～３中の上方、下方とは、図１～３中の下方を言い、
また前方とは、図４～５中の左方、後方とは、図４～５中の右方を言い、さらに長さ方向
とは、図４～５中の左右方向、幅方向とは、図４～５中の上下方向を言うものとする。
【００２３】
　ケース１０は、図１～３に示されているように、全体として長手矩形ブロック形状を呈
しており、例えばポリプロピレン（ＰＰ）、ポリアミド（ＰＡ）等の絶縁性の合成樹脂に
より射出成形等によって一体形成されている。ケース１０の上面１８には、図１～５に示
されているように、複数のヒューズ装着部２０やリレー装着部２２が、上方に向かって開
口形成されている。ヒューズ装着部２０やリレー装着部２２の底面にはそれぞれ、図示し
ない端子挿通孔が貫設されており、図示しないバスバーに設けられた接続端子や図示しな
い電線端末に圧着された接続端子２４（図６～８参照）が挿通されて配設されるようにな
っている。そして、ケース１０の上面１８側から、各ヒューズ装着部２０やリレー装着部
２２に対して図示しないヒューズやリレーが装着されることにより、ヒューズやリレーか
ら突出するタブ端子が接続端子に接続されて内部回路を構成するバスバーや電線に導通さ
れるようになっているのである。
【００２４】
　このような構成とされたケース１０にはまた、図１～８に示されているように、暗電流
回路用ヒューズ１４が収容されるヒューズキャビティ２６が、平面視で略矩形状を有し上
方に向かって開口形成されている。かかるヒューズキャビティ２６の底面には、ヒューズ
端子挿通孔２８が貫設されており、図示しないバスバーに設けられた接続端子や図示しな
い電線端末に圧着された接続端子２４が挿通されて配設されるようになっている（図６～
８参照）。ここで、例えば図１～３に示されているように、暗電流回路用ヒューズ１４は
、ヒューズホルダ３０に保持された状態で使用されており、ケース１０に対して暗電流回
路用ヒューズ１４の挿抜方向（図１～３中、上下方向）で変位自在に組み付けられるよう
になっている。より詳細には、暗電流回路用ヒューズ１４は、暗電流回路１２を導通接続
する接続位置と、暗電流回路１２を切断する切断位置に切り替え可能にケース１０に対し
て保持できるようになっているのである。すなわち、接続位置では、図８および図３に示
されているように、ケース１０の上面１８側からヒューズキャビティ２６に対して暗電流
回路用ヒューズ１４が装着されることにより、暗電流回路用ヒューズ１４から突出するタ
ブ端子３２が暗電流回路１２の接続端子２４間に挟持され導通接続されるようになってい
る。一方、切断位置では、図７および図２に示されているように、暗電流回路用ヒューズ
１４から突出するタブ端子３２が暗電流回路１２の接続端子２４間から上方に向かって離
隔され切断されるようになっているのである。
【００２５】
　ヒューズホルダ３０は、図１および図９～１２に示されているように、暗電流回路用ヒ
ューズ１４を保持するヒューズ保持部３４と、挿通部３６を有して構成されており、例え
ばポリプロピレン（ＰＰ）、ポリアミド（ＰＡ）等の絶縁性の合成樹脂により射出成形等
によって一体形成されている。ここで、挿通部３６は、図１～８に示されているように、
ケース１０におけるヒューズキャビティ２６の１つの長辺部側（図４中、右側）に設けら
れ上方に向かって開口形成されている平面視で略矩形状を有する挿通領域３８に対して挿
通配置されることにより、暗電流回路用ヒューズ１４を接続位置と切断位置に安定して保
持できるようになっている。
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【００２６】
　より詳細には、挿通部３６は、図１および図９～１２に示されているように、全体とし
て略矩形平板形状を呈しており、ヒューズキャビティ２６に対向する面である前面４０（
図１参照）の先端部側（図１中、上側）には、下方に向かって開口する略矩形箱体形状を
有するヒューズ保持部３４が正面視で矩形状の連結部４２を介して外方に向かって突設さ
れている。また、挿通部３６の下端部の両側面には、略矩形断面形状で上下方向に延出す
るガイドリブ４４が外方に向かって突設されている一方、挿通部３６の上端部の両側面に
は、かかるガイドリブ４４の上端部から上方に僅かに離隔した位置から片持ち梁状に上方
に向かって突出しかつ幅方向（図１０中、左右方向）に対向する略くの字状の弾性撓み片
４６が設けられている（図１０参照）。さらに、挿通部３６の下端面４８には、幅方向で
一方側（図９中、右側）に変位した位置に板厚方向および下方に向かって開口する略スリ
ット状の凹部５０が設けられている。
【００２７】
　一方、ヒューズ保持部３４は、図１および図９～１２に示されているように、暗電流回
路用ヒューズ１４の頭部５２の前面５４を覆う前壁５６と、後面５８を覆う後壁６０と、
第一側面６２を覆う側壁６４を有している一方、第二側面６６側に下方に向かって開口す
る側面視で略矩形切欠状の開口窓６８を有している。また、ヒューズ保持部３４の前壁５
６と後壁６０の内面の幅方向の中央部には、暗電流回路用ヒューズ１４の幅方向の中央部
位に当接して、高さ方向の中央部から下端部に向かって延出する一対の中央圧接リブ７０
，７０が、暗電流回路用ヒューズ１４の頭部５２の厚さ方向で相互に対向して突設されて
いる（図１１～１２参照）。しかも、かかる一対の中央圧接リブ７０，７０の上端面７２
によって、暗電流回路用ヒューズ１４の頭部５２のフランジ部７４を下方から当接するこ
とにより暗電流回路用ヒューズ１４を支持する支持部が構成されている。なお、理解を容
易とするために、図１２では、暗電流回路用ヒューズ１４を仮想線で記載している。
【００２８】
　加えて、図１１～１２に示されているように、ヒューズ保持部３４の後壁６０の内面に
おける上下方向の中央部には、暗電流回路用ヒューズ１４の幅方向において中央圧接リブ
７０よりも側壁６４側に所定距離だけ離隔した位置に設けられ、暗電流回路用ヒューズ１
４の幅方向一端部に当接する第一側部圧接リブ７６が設けられている。さらに、ヒューズ
保持部３４の前壁５６の内面における上下方向の中央部には、暗電流回路用ヒューズ１４
の幅方向において中央圧接リブ７０よりも開口窓６８側に所定距離だけ離隔した位置に設
けられ、暗電流回路用ヒューズ１４の幅方向他端部に当接する第二側部圧接リブ７８が第
一側部圧接リブ７６と同じ突設高さで設けられている。
【００２９】
　また、図１および図１１に示されているように、ヒューズ保持部３４は、暗電流回路用
ヒューズ１４の頭部５２の天面８０を覆う天壁８２を有している。かかる天壁８２には、
天面８０を外部に露呈する平面視で略矩形状の視認窓８４が貫設されており、かかる視認
窓８４には、視認窓８４を長さ方向（図１１中、上下方向）に二分する格子８６が設けら
れている。
【００３０】
　このような構成とされたヒューズホルダ３０（図９～１２参照）のヒューズ保持部３４
に対して、まず側方に開口された開口窓６８から暗電流回路用ヒューズ１４の頭部５２を
装着する。次に、暗電流回路用ヒューズ１４が装着されたヒューズホルダ３０の挿通部３
６を、上方からケース１０の挿通領域３８に挿入する。図１に示されているように、挿通
領域３８の内周面における両側面の上端部には、ガイド溝８８が設けられていることから
、挿通部３６の下端部の両側面に設けられたガイドリブ４４をガイド溝８８に嵌め入れる
ことにより、挿通部３６を挿通領域３８に対してスムーズに嵌め込むことができるように
なっている。しかも、一対の弾性撓み片４６，４６の下端部がヒューズキャビティ２６の
上方開口部の周縁部に当接することにより、ヒューズ保持部３４に保持された暗電流回路
用ヒューズ１４を、切断位置に安定的に保持できるようになっている。そして、ヒューズ
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保持部３４に保持された暗電流回路用ヒューズ１４をかかる切断位置からさらに下方に向
かって押し込むことにより、暗電流回路用ヒューズ１４を接続位置に確実に装着すること
ができるようになっているのである。ここで、挿通部３６の下端面４８には、幅方向で一
方側に変位した位置に下方に向かって開口する凹部５０が設けられている一方、図４に示
されているように、挿通領域３８の底面には、挿通部３６が挿通領域３８に対して正規配
向で挿入された際に挿通部３６の凹部５０と対向する位置に側面視で略矩形状の凸部９０
が設けられている。それゆえ、例えば、ヒューズホルダ３０の挿通部３６を誤って裏向き
に挿通領域３８に装着することを有利に防止できるようになっているのである。
【００３１】
　このような本実施形態に従う暗電流回路用ヒューズの断続構造によれば、ケース１０に
おけるヒューズキャビティ２６の１つの長辺部側にヒューズホルダ３０の挿通部３６を収
容する挿通領域３８を設けられている。さらに、ヒューズキャビティ２６に対向する面で
ある挿通部３６の前面４０の先端部側に、暗電流回路用ヒューズ１４の頭部５２の３面５
４，５８，６２を保護して一側方の開口窓６８から暗電流回路用ヒューズ１４がスライド
挿入可能なヒューズ保持部３４を設けられていると共に、ヒューズ保持部３４の前壁５６
と後壁６０の内面の幅方向の中央部には、暗電流回路用ヒューズ１４の幅方向の中央部位
に当接して高さ方向の中央部から下端部に向かって延出する一対の中央圧接リブ７０，７
０が、暗電流回路用ヒューズ１４の頭部５２の厚さ方向で相互に対向して突設されている
。これにより、ヒューズ保持部３４への暗電流回路用ヒューズ１４のスライド挿入を可能
とするために必要な隙間を、ヒューズ保持部３４の前壁５６と後壁６０の内面から相互に
対向して突設された一対の中央圧接リブ７０，７０の間で暗電流回路用ヒューズ１４の頭
部５２を挟持することで吸収することができるようになっている。それゆえ、ヒューズ保
持部３４内に収容保持された暗電流回路用ヒューズ１４のガタツキを阻止して、安定して
保持することができるのである。しかも、暗電流回路用ヒューズ１４をヒューズ保持部３
４内で下方から支持する支持部が、一対の中央圧接リブ７０，７０の上端面７２を利用し
て構成されていることから、簡素な構成で必要な暗電流回路用ヒューズ１４の支持を安定
して行うことができるようになっているのである。
【００３２】
　加えて、ヒューズ保持部３４の後壁６０の内面に設けられた第一側部圧接リブ７６と前
壁５６の内面に設けられた第二側部圧接リブ７８が、中央圧接リブ７０からの離隔距離を
同じにしつつ、同じ突出高さを有し、かつ暗電流回路用ヒューズ１４の幅方向で中央圧接
リブ７０から相互に反対方向に離隔した位置に配設されている。これにより、ヒューズ保
持部３４へ暗電流回路用ヒューズ１４をスライド挿入する際の挿入力の増大を抑えつつ、
ヒューズ保持部３４の中央位置に暗電流回路用ヒューズ１４を確実に配設することが可能
となっている。それゆえ、ヒューズホルダ３０に保持された暗電流回路用ヒューズ１４を
接続位置にスライド変位させた際に、暗電流回路用ヒューズ１４のタブ端子３２を暗電流
回路１２側の接続端子２４にスムーズに接続することができ、接続作業性の向上とヒュー
ズ等の破損防止を図ることができるようになっている。また、ヒューズ保持部３４の天壁
８２には視認窓８４が貫設されており、暗電流回路用ヒューズ１４の頭部５２の天面８０
が視認窓８４を介して外部に露呈されていることから、暗電流回路用ヒューズ１４の定格
等の確認を容易に行うことができるようになっている。さらに、視認窓８４には格子８６
が設けられていることから、暗電流回路用ヒューズ１４の頭部５２が視認窓８４に入り込
んで傾斜した状態でヒューズ保持部３４に装着されるといった不具合が未然に防止されて
いる。
【００３３】
　以上、本発明の実施形態について説明してきたが、かかる実施形態における具体的な記
載によって、本発明は、何等限定されるものでない。例えば、上記実施形態では、ヒュー
ズ保持部３４の後壁６０の内面に第一側部圧接リブ７６が設けられ、前壁５６の内面に第
二側部圧接リブ７８が設けられていたが、設けられる壁部（後壁６０，前壁５６）は逆で
もよい。また、上記実施形態では、挿通部３６の下端部の両側面にガイドリブ４４が設け
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られている一方、挿通領域３８の両側面の上端部にガイド溝８８が設けられていたが、設
けられるガイドリブ４４とガイド溝８８は逆でもよい。さらに、上記実施形態では、挿通
部３６の下端面４８に凹部５０が設けられている一方、挿通領域３８の底面に凸部９０が
設けられていたが、挿通部３６の下端面４８に凸部９０が設けられている一方、挿通領域
３８の底面に凹部５０が設けられていてもよい。
【符号の説明】
【００３４】
１０：ケース、１２：暗電流回路、１４：暗電流回路用ヒューズ、２４：接続端子、２６
：ヒューズキャビティ、３０：ヒューズホルダ、３４：ヒューズ保持部、３６：挿通部、
３８：挿通領域、４４：ガイドリブ、４８：下端面、５０：凹部、５２：頭部、５４：前
面、５６：前壁、５８：後面、６０：後壁、６２：第一側面、６４：側壁、６６：第二側
面、６８：開口窓、７０：中央圧接リブ、７２：上端面（支持部）、７４：フランジ部、
７６：第一側部圧接リブ、７８：第二側部圧接リブ、８０：天面、８２：天壁、８４：視
認窓、８６：格子、８８：ガイド溝、９０：凸部

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】 【図１０】

【図１１】
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